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市内小・中学校の長期休業日を
変更します

ご利用ください 就学援助費

ご活用ください 入学準備金貸付制度

ご存じですか　教育振興奨励金

交通遺児の保護者へ入学準備金を
支給します

13

　令和 2年 4月から市内小・中学校の夏季休業日、冬季
休業日を変更します。
【夏季休業日】7月 21日～ 8月 26日
【冬季休業日】12月 25日～ 1月 6日
▶問い合わせ　学校教育課☎ 556―8316

　経済的な理由により就学が困難な小・中学校児童・生徒
の保護者の方に、就学費用の一部を援助しています。お困
りの方は、ご相談ください。
▶対象　
　•市民税が非課税の世帯
　• 児童扶養手当（児童手当とは異なります）を受給してい
る世帯

　• その他、経済的に就学援助費が必要と認められる世帯
など

▶援助内容　学用品費、給食費、修学旅行費など
　※詳細は市ホームページをご覧ください。
▶ 相談・申請・問い合わせ　各学校または教育総務課財務
施設担当☎ 556―8311

　市では、高校・大学などへ入学を希望する方の保護者に
対して、経済的負担の軽減を図るため、予算の範囲内で入
学準備金の貸し付けを行っています。
▶申請期間　2 月 3日㈪～ 20 日㈭
▶貸付金額　① 大学、短大および専門課程を置く専修学校

の場合…30 万円
　　　　　　② 高校、高専および高等課程を置く専修学校

の場合…20 万円
▶ 対象　市内に 6カ月以上居住し、市税を完納している
方※連帯保証人（本市に居住し、一定の職業または相当
の資産を有する方）が必要です。
▶申請時に添付する書類　
　• 在学または出身学校長が大学・高校などの長に提出す

る調査書の写し
　•家庭調書
　•住民票の写し（世帯全員）
　•承諾書
▶貸し付け決定後に提出する書類　
　•借用書※連帯保証人が必要です。
　•入学許可書または合格通知書
▶ 返還方法　3 カ月を据え置き、大学については 50カ月
以内、高校については 35カ月以内で毎月の分割払い
▶ 申し込み・問い合わせ　教育総務課総務担当☎ 556―
8311

　市では、学校教育の他、市内で教育振興に沿った活動を
行っている個人や団体の皆さんを対象に、奨励金を交付し
ています。
▶申請期間　2 月 3日㈪～ 20日㈭
▶ 対象　社会教育、スポーツ活動および青少年の非行化防
止活動の充実・向上のための事業（地域などに開かれた
事業であり、一部の会員などに対象限定しないもの）
▶交付限度額　
　個人の場合…5万円
　団体の場合…20万円
▶ 申し込み・問い合わせ　教育総務課総務担当
　☎ 556―8311

小・中学校の指定学校変更について
　市では小・中学校の通学区域を規則で定めていますが、次に該当するときは、保護者の申し立てにより、指
定した就学校を変更することができる場合があります。

▶区域外就学 (指定学校変更 )許可基準

▶指定学校を変更することができる場合の手続き
　 令和 2年度に入学する方は、2月 20日㈭までに指定学校変更申立書を教育総務課へ提出してください。教
育委員会による審査後、変更承諾書を交付します (その他の方は、随時受け付け )。

▶相談・申請・問い合わせ　同課総務担当☎ 556―8311

願出の種類 該当学年 許可基準 許可期限 添付書類

最終学年 小学6年生
中学3年生

最終学年途中で転居・転出し、通学上お
よび指導上支障がない場合 卒業まで ー

学期途中 小学1～5年生
中学1～2年生

学期途中で転居・転出し、通学上および
指導上支障がない場合 学期末まで ー

住宅新築および転
居予定 全学年

・ 家屋登記、住宅ローンなどの融資手続
きのため住民票のみ異動した場合

・ 自宅の新築およびマンション・アパー
トの入居などによる転入、転居予定が
あり通学に支障がない場合

入居予定日まで

次のいずれか
・建築確認書
・工事請負契約書
・売買契約書
・賃貸契約書

両親共働きなど留
守家庭 全学年

保護者が共働きなどにより留守となる家
庭で、祖父母などの家から就学する場
合、その通学区

事由の存する期間 勤務証明書または営業
証明書

身体的および精神
的理由 全学年

身体的理由で、通学途中の安全確保のた
め、指定学区外の学校に就学する場合

事由の存する期間

医師の証明書

登校拒否が客観的に予想される場合 学校長の意見書

家庭の事情によ
り、住所異動がで
きない者

全学年 市内に居住していることが証明され、学
区内の学校へ就学する場合

住民登録が行われ
るまで

賃貸契約書または民生
委員・児童委員が記載
した居住証明書

特別支援学級に入
級する者 全学年 就学指定校に該当する特別支援学級がな

い場合 卒業まで ー

地域的事情 全学年 教育委員会が、指定校の変更を認めてい
る地域(許容地域) 卒業まで ー

▶ 対象　児童・生徒の保護者が次の条件をいずれも満たす
場合
　① 養育している児童・生徒の父もしくは母または両親が

交通事故で亡くなっている場合
　② 本市に住所を有し、かつ引き続き 1年以上居住して

いる場合
▶支給金額　
　【小学校へ入学する場合】1人につき 3万円
　【中学校へ入学する場合】1人につき 5万円
　【高等学校へ入学する場合】1人につき 7万円
▶ 申し込み・問い合わせ　3 月 31日㈫までに防災安全課
交通担当 (内線 284)
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今
年
度
、
令
和
と
い
う
大
き
な
節
目
と
な

り
、
ま
た
私
た
ち
も
二
十
歳
と
い
う
大
き
な

節
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
た

ち
が
健
や
か
に
こ
こ
ま
で
育
つ
こ
と
が
で
き

た
の
は
家
族
を
は
じ
め
、
先
生
方
、
友
人
、

そ
の
他
の
多
く
の
皆
さ
ま
と
の
出
会
い
と
支

え
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
近
、
成
人
式
の
実
行
委
員
会
を
通
し
て

旧
友
と
再
会
す
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
際
、
み
ん
な
が
口
を
そ
ろ
え
て
「
昔
と

全
く
変
わ
ら
な
い
ね
」
と
言
う
の
で
す
。
こ

の
20
年
間
、
私
は
た
く
さ
ん
の
経
験
を
し
、

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
自
分
な

り
に
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、「
成
長
し
て
い
る
な
」
と
実
感
し
て
い

た
の
で
、
そ
の
言
葉
を
聞
い
て
「
自
分
は
他

者
か
ら
見
れ
ば
成
長
で
き
て
い
な
い
じ
ゃ
な

い
か
」
と
思
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
の

あ
と
続
け
て
言
わ
れ
た
の
が
「
変
わ
っ
て
い

な
く
て
安
心
し
た
」
と
い
う
言
葉
で
し
た
。

こ
れ
は
「
昔
と
変
わ
ら
ず
、
全
力
で
何
事
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
ね
」
と
い
う
意
味
だ
っ

た
そ
う
で
す
。
成
人
と
な
り
、
他
者
か
ら
の

見
方
が
変
わ
っ
た
と
し
て
も
、
自
分
を
急
に

変
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
こ
の

20
年
間
で
「
自
分
ら
し
さ
」
が
生
ま
れ
た
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。
今
ま
で
積
み
重
ね
て
き

た
自
分
自
身
を
信
じ
、
こ
れ
か
ら
も
全
力
で

日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
結
び
に
、
二
十
歳
を
迎
え
る
行
田
市
の
新

成
人
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
皆
さ
ま
、
こ

れ
か
ら
も
御
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
ひ
と
つ
く
り
支
援
課
生

涯
学
習
担
当
☎
５
５
６
―
８
３
１
９

　
1
月
12
日
㈰
、
産
業
文
化
会
館
ホ
ー
ル
で
令
和
2
年
行
田
市
新
成
人
を
祝
う
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
式
典
の
企
画
を
行
っ
て
き
た
実
行
委
員
長
に
二
十
歳
を
迎
え
た

心
境
や
抱
負
な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
昔
も
今
も
こ
れ
か
ら
も
」

実行委員長
大湯　翔悟さん
（長野中学校出身）


